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 一般財団法人森記念財団 都市戦略研究所（所長：竹中平蔵）が 2008 年より調査・発表している、「世界の都市総合

力ランキング（Global Power City Index, GPCI）」の 2021年版の結果がまとまりました。今回は、2020年初頭より始まったコ

ロナ禍が世界の主要都市に及ぼした様々な影響が明らかになっています。 

 

世界的な人流抑制によって苦戦を強いられた首位ロンドンと 5 位シンガポール、居住分野でスコアが大きく下落した

2 位ニューヨーク、就業環境が改善した 3 位東京、4分野で順位を上げて勢いづく 4 位パリ 

総合ランキングは、6 年連続で 1 位ロンドン、2 位ニューヨーク、3 位東京、4 位パリ、5 位シンガポールとなったが、

GPCI-2018以降スコアを伸ばしていた 1位ロンドンと 2位ニューヨークの勢いが止まり、3位東京と 4位パリが追い上げ

を見せた。 

【ロンドン】 総合ランキングは 1位を維持したが、コロナ禍の影響を大きく受けて「国内・国際線旅客数」のスコアが下落

し「交通・アクセス」で 1 位から 3 位へと順位を落とした。「経済」でも「従業者数」の減少などによりスコアを落とした。一

方、他のヨーロッパ諸都市は「経済」のスコアを伸ばし、ロンドンを追い上げる動きが見えている。2020 年 1 月 31 日の

EU離脱の影響が出始めているものと思われ、今後どのようにして都市力を高めていけるのかが問われている。 

【ニューヨーク】 5 年連続で首位を維持している「経済」「研究・開発」でスコアを伸ばしたが、ロンドン同様にコロナ禍の

影響を受けて「交通・アクセス」で苦戦した。また、「居住」では 7 つ順位を落として 40 位という結果であった。「完全失業

率の低さ」や「働き方の柔軟性」などの就業環境の指標の下落も顕著であり、様々な課題が浮き彫りとなった。 

【東京】「働き方の柔軟性」（41 位→2 位）が大きく改善されたことにより、「居住」で 12 位から 9 位まで順位を伸ばした。

これにより、「環境」を除く 5分野でトップ 10入りを果たした。一方、昨年から順位を落とした「ICT環境の充実度」（29位）

が「居住」分野でさらに上位を目指すための課題である。「経済」では 4 位を維持するも、3 位北京との差は広がり、5 位

香港と 6位チューリッヒとのスコア差は僅差となっている。 

【パリ】 今年最も躍進した都市の１つ。「経済」の

「1人あたり GDP」が 3位に、「文化・交流」の「観光

地の充実度」が 2 位に、「居住」の「小売店舗の多

さ」が 1 位に上がったことにより、「経済」（13 位）、

「研究・開発」（9 位）、「文化・交流」（2 位）、「居住」

（2 位）の４分野で順位を上げた。サステナブルな

大会を目指すパリ五輪に向けて、「環境」（29 位）

のさらなる向上に期待がかかる。 

 

【シンガポール】 他都市と比較してコロナ禍の影

響が色濃く、「文化・交流」の「外国人訪問者数」

や、「交通・アクセス」の「国内・国際線旅客数」の

スコアが半減した。一方、「環境」の「空気のきれい

さ」などは改善した。 
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コロナ禍によって大きく変動した指標群 

 

GPCI-2021では、コロナ禍によって複数

の指標のスコアが大きく変動し、それらが

各分野における順位や総合力ランキング

の結果に影響を及ぼすこととなった。こうし

た影響には、全ての都市において一律に

見られるものもあれば、都市によって異な

る変化を及ぼすものもあった。 

 

コロナ禍の影響を受けた指標を、「国際

人流」、「企業活動」、「働き方」、「都市環

境」の４つのグループに分けて、それぞれ

において昨年からのスコア増減を見ること

によって、各都市がどの程度コロナ禍の影

響を受けたのかについて次項で示した。 

 

 

 

コロナ禍が及ぼした総合スコアへの影響度合い 

 

東京やマドリードは総合スコアに対するプラスの影響が大きく、特に「総労働時間の短さ」や「働き方の柔軟性」のス

コアの伸びが寄与している。また、東京の国際人流がプラスとなったのは、東京オリンピックによって「文化イベント開

催件数」のスコアが大きく増加したことによる。 

 

一方、ロンドン、シンガポール、香港では、世界的な人流抑制によるマイナスの影響が他の都市と比べても極めて

大きい。これらの都市の調査対象空港では、航空便の多くを国際線が占めていたことで、「国内・国際線旅客数」のス

コアが大きく減少した。ニューヨークも総合スコアに対するマイナスの影響が大きいが、その要因は完全失業率にあ

る。2019年から 2020年にかけてアメリカ 6都市の失業率が上がり、中でもニューヨークが最も高い上昇を見せたこと

が影響している。 

 

国際人流 企業活動 働き方 都市環境

Tokyo (+23) +5 -1 +18 +1

Shanghai (+13) +21 +1 -7 -1

Madrid (+7) -1 -2 +11 -0

Amsterdam (+3) +3 +2 -2 -0

Paris (-1) -2 -5 +4 +1

Seoul (-15) -12 +1 -4 +0

London (-17) -22 -4 +8 +1

New York (-18) -4 +1 -15 +0

Berlin (-22) -8 +0 -12 -3

Hong Kong (-31) -36 -1 +3 +2

Singapore (-35) -36 -0 -3 +4

COVID-19による

総合スコアへの影響

マイナス

の影響

プラス

の影響

COVID-19の影響 指標グループ 指標

文化イベント開催件数

コンテンツ輸出額

ホテル客室数

ハイクラスホテル客室数

外国人受入実績 外国人訪問者数

国際線直行便就航都市数

国際貨物流通規模

国内・国際線旅客数

航空機の発着回数

都市内交通 公共交通機関利用率

移動の快適性 渋滞の少なさ

証券取引所の株式時価総額

世界トップ500企業

研究・開発 イノベーション スタートアップ数

経済 ビジネス環境 ワークプレイス充実度

完全失業率の低さ

総労働時間の短さ

働き方の柔軟性

都市環境 環境 空気環境 空気のきれいさ

国際人流

企業活動

働き方

発信力

受入環境
文化・交流

就業環境

国際ネットワーク

航空キャパシティ交通・アクセス

経済

居住

分野

経済集積
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【国際人流】 

「交通・アクセス」における「国内・国際線旅客数」では、2020年の年間旅客数データを用いているが、前年と比べて

全ての都市で旅客の減少がみられた。特に、ロンドン、パリ、シンガポールなど、国際線旅客が大半を占める都市で大

幅にスコアダウンした。一方、中国や日本などは 2020年中に国内旅行を促しており、一定の国内線需要があったこと

が旅客数の下支えとなった。同分野の「航空機の発着回数」や、「文化・交流」における「外国人訪問者数」も同様に世

界的な人流抑制の影響を受けて全都市で減少がみられた。コロナ禍が収束に向かう中で、各国とも国内線については

旅客が戻りつつあるが、2020年 5月のＩＡＴＡ（国際航空運送協会）の予測では、コロナ禍前の水準に需要が回復する

のは国内線で 2022年、国際線は 2024年であった。世界の都市間での人の移動が 2019年の水準に戻るには、あと 2

年程度はかかりそうである。 

 
【企業活動】 

「経済」の「世界トップ 500企業」では、各都市に立地する企業の 2020年の総売上高に応じてスコア付けしている

が、対象の 273企業のうち 110企業の売上が前年から減少し、半数以上の都市でスコアの下落が見られた。業界別に

みると、世界的な需要減となった石油精製・原油生産業、対面営業の停止に苦しんだ銀行・保険業界は売上が下がり、

そうした企業の割合が多いロンドン、パリ、ニューヨークはスコアを下げた。東京も、操業停止による供給減で売上を落

とした自動車生産業などが影響してスコアを落とした。一方、建設・不動産・医薬品など多業種で成長を見せた北京、上

海、香港と、業績が好調のコンピューター・電子機器業界が 7割を占める台北ではスコア上昇がみられた。 
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【働き方】 

「居住」における「働き方の柔軟性」では、全 48都市中 39 都市において昨年からスコアが上がった。特にジュネーブ

（昨年 26位、今年 1位）と東京（昨年 41位、今年 2位）は大きく躍進した。一方で、上海(昨年 1位、今年 3位)やニュ

ーヨーク（昨年 7位、今年 15位）など、昨年の上位都市がスコアを落とす動きもみられた。 

働き方の柔軟性と通勤頻度を比較すると、ジュネーブやロンドンのように通勤頻度が下がったことによって「働き方の

柔軟性」のスコアが上がった都市と、ニューヨークのように「働き方の柔軟性」が下がる都市の両方がみられた。 

東京は、「働き方の柔軟性」のスコアは大きく向上しているが、通勤頻度に大きな変化はなかった。一方で、コワーキ

ング施設数の増加によって「ワークプレイス充実度」のスコアが向上しており、直接的な相関関係までは明らかではない

が、多様な働き方ができるよう環境整備が進んでいる都市へと変貌を続けていると考えられる。 

 

 

 

  

 「世界の都市総合力ランキング」（Global Power City Index, GPCI）とは 
 
国際的な都市間競争において、人や企業を惹きつける“磁力”は、その都市が有する総合的な力によって生み出されるという
考えに基づき世界の主要 48 都市を評価し、順位付けした世界初で日本発のランキングです。森記念財団都市戦略研究所
は、2008 年に初めて GPCI を発表して以来、都市を取り巻く状況の変化に対応するため、毎年新たな調査をもとにランキング
を更新してきました。現在では、代表的な都市評価指標のひとつとして、さまざまな場所で政策・ビジネス戦略の参考資料とし
て用いられています。この調査結果により、世界の諸都市が持つ魅力や課題を再認識いただき、都市政策や企業戦略の立
案に役立てていただきたいと考えております。 
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分野別のランキング結果 

48都市の分野別総合ランキング結果 
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ロンドン 1

ニューヨーク 2

東京 3

パリ 4

シンガポール 5

アムステルダム 6

ベルリン 7

ソウル 8

マドリッド 9

上海 10

メルボルン 11

シドニー 12

香港 13

ドバイ 14

コペンハーゲン 15

ロサンゼルス 16

北京 17

バルセロナ 18

ウィーン 19

トロント 20

チューリッヒ 21

ストックホルム 22

サンフランシスコ 23

ブリュッセル 24

フランクフルト 25

シカゴ 26

ボストン 27

ダブリン 28

バンクーバー 29

ヘルシンキ 30

ジュネーブ 31

モスクワ 32

ミラノ 33

イスタンブール 34

バンコク 35

大阪 36

ワシントンDC 37

台北 38

クアラルンプール 39

ブエノスアイレス 40

テルアビブ 41

福岡 42

サンパウロ 43

メキシコシティ 44

ジャカルタ 45

カイロ 46

ヨハネスブルグ 47

ムンバイ 48

経済

研究・開発

文化・交流

居住

環境

交通・アクセス

1 ニューヨーク 365.4 1 ニューヨーク 216.9 1 ロンドン 378.5 1 マドリッド 370.1 1 ストックホルム 227.7 1 上海 256.1

2 ロンドン 326.6 2 ロンドン 186.5 2 パリ 252.3 2 パリ 368.1 2 コペンハーゲン 220.9 2 パリ 220.4

3 北京 303.2 3 ロサンゼルス 158.7 3 ニューヨーク 247.5 3 バルセロナ 363.5 3 シドニー 209.9 3 ロンドン 220.2

4 東京 280.6 4 東京 156.1 4 東京 240.7 4 ベルリン 358.2 4 メルボルン 205.0 4 アムステルダム 219.3

5 香港 279.2 5 ボストン 137.0 5 ドバイ 222.7 5 アムステルダム 356.2 5 ウィーン 203.6 5 東京 214.2

6 チューリッヒ 278.1 6 ソウル 134.5 6 シンガポール 182.7 6 ロンドン 354.8 6 ヘルシンキ 200.7 6 ニューヨーク 208.8

7 シンガポール 277.2 7 サンフランシスコ 116.8 7 バンコク 180.3 7 ミラノ 353.9 7 ベルリン 200.3 7 フランクフルト 200.8

8 サンフランシスコ 272.5 8 シカゴ 111.1 8 モスクワ 175.3 8 ブエノスアイレス 352.6 8 チューリッヒ 199.0 8 シンガポール 188.6

9 ダブリン 271.2 9 パリ 101.9 9 イスタンブール 174.4 9 東京 349.2 9 ジュネーブ 193.6 9 ドバイ 187.1

10 上海 264.7 10 香港 100.6 10 ベルリン 173.2 10 トロント 348.4 10 バンクーバー 190.6 10 シカゴ 183.5

17 東京 170.2

　交通・アクセス経済 研究・開発 文化・交流 居住 環境


